
5 月 21 日

西岡　忍 970-9101

１ 開催日時 令和 8 年 5 月 21 日 13:30 ～

２ 開催場所

３ 出席者
　人

民生児童委員

グループホームご家族様

小規模特別養護老人ホームご家族様

（2）　職員 佐々木　信也

　人 佐々木　忍

副施設長 二神　靖夫

特養短期係長 和田　久美

グループホーム係長 西岡　忍

小規模特別養護老人ホーム生活相談員主任横山　恵美

小規模特別養護老人ホーム生活相談員 吉田千夏子

４ 活動状況報告

５ 活動状況に関する評価

６ 主な要望、助言等
①

②
③

④

⑤
⑥

⑦

⑧

７
①⑥⑧

③④

⑤

⑦
⑧

８ その他特記事項

担当者 電話番号

(共通様式2）

運営推進会議等開催報告書

令和　8年

事業所名 グループホーム　ガリラヤ久米

14:30

ガリラヤ久米　3F　多目的ホール

8 松山市介護保険課

理事長

8 施設長

でした。一般の地域の方や民生委員を対象とした講習会があれば良いと思います。

　別紙のとおり

季節を感じるイベントで利用者の表情が豊かになっている

中庭やバルコニーに出て室内ではなく外で食事をとるのは気分転換も図れて良い支援だと思います。日光はみるだけでセルトニンの分泌が

促されるので外にでる機会があるのは良い取り組みだと思います。

新人研修がきちんと行われてしっかり指導や教育をされていることが伝わってきて安心しています。

以前、ご高齢の方が転倒し起こすことができませんでした。その時に専門知識があれば良いと感じました。一般の我々が介護の専門的な知識を

学ぶ機会があれば自宅での介護生活にも役立つと思います。

歩けない方を車椅子から乗用車に乗せたいのにできないということがありました。民生委員も介護の専門的な知識があれば良いと感じた経験

服薬ミスの件数が減ってはいますが「０件」ではないのはなぜでしょうか。

ました。入居してからも、その判断は間違っていなかったと感じています。運営推進会議に参加するのは初めてですが、このような場があること

にも感謝しています。

家族だけではなかなか外出に連れて行くことが難しいので、イベントなどで外出の機会を作っていただいていることをとてもありがたく感じていま

す。外が寒いよと伝えても、普段は室内で過ごすことが多いため、なかなか実感できていないこともあります。そういう意味でも、実際に外へ出る

れないです。

イベントの写真を見て、とても良い取り組みだと感じました。特に動物園への外出など、普段の生活とは違う刺激があるのは良いことだと思い

ます。外に出ることで気分転換にもなりますし、利用者さんの表情も明るく見えました。

父がお世話になって、もう7～8年になります。施設を探していた頃は何件も見学に回りましたが、その中でもここが一番良いと感じて入居を決め

機会を作っていただけるのは季節を感じることにもつながっていて助かっています。有料とグループホームの違いに私（家族さん）の方がまだ慣

要望、助言に対する考え方
できるだけ入居者の方々にも、普通の生活に近い形で過ごしてほしいと思っています。外出や動物園へのお出かけなども、季節を感じたり、

気分転換や楽しみにつながればと思い取り組んでいます。実際に外へ出た時は普段より表情も明るいです。これからも、入居者の方に楽しんで

いただけるような取り組みを続けていきたいと思っています。

として最も多いのが落薬となっています。口腔内に残っていたり、床に落ちているケースが見られるため服用後は飲み込みまでしっかり確認する

運営推進会議は２カ月に１回、今年度も６回実施を計画しています。

を改めて周知徹底し再発防止に努めます。

若葉昼食では中庭に出て季節を感じることができました。有料からグループホームに入所され、有料とは違いグループホームは認知症の方が

　

自施設は今月で開設9年を迎えました。これまで地域の皆様に支えていただきながら運営を続けてくることができ感謝しております。
今後も地域福祉の増進に努め、地域に根ざした施設として取り組んでいきたいと考えています。

介護方法の講習会については、地域の方々にも呼びかけながら取り組んでいくのも良いですね。施設は、その地域で暮らす方々にとって安心して

生活できる身近な存在であり、地域福祉の拠点としての役割も担っています。地域の方々と関わりながら、ともに学び交流できる場づくりを進めて

いければ良いと思います。現在も地域の方を対象としたふらりカフェを実施しており、今後も継続して取り組みます。

入所しているのでどうしてもお願いすることがある。今後とも確認しながらよろしくお願いします。

服薬ミスに関しては、後から服薬の提供忘れが発覚したケースもあったため、確認を徹底し再発防止に努めていきたいと思います。また、内訳



5 月 21 日

二神靖夫 970-9101

１ 開催日時 令和 8 年 5 月 21 日 13:30 ～

２ 開催場所

３ 出席者
　人

民生児童委員

グループホームご家族様

小規模特別養護老人ホームご家族様

（2）　職員 佐々木　信也

　人 佐々木　忍

副施設長 二神　靖夫

特養短期係長 和田　久美

グループホーム係長 西岡　忍

小規模特別養護老人ホーム生活相談員主任 横山　恵美

小規模特別養護老人ホーム生活相談員 吉田千夏子

４ 活動状況報告

５ 活動状況に関する評価

６ 主な要望、助言等
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介護方法の講習会については、地域の方々にも呼びかけながら取り組んでいくのも良いですね。施設は、その地域で暮らす方々にとって安心して

生活できる身近な存在であり、地域福祉の拠点としての役割も担っています。地域の方々と関わりながら、ともに学び交流できる場づくりを進めて

いければ良いと思います。現在も地域の方を対象としたふらりカフェを実施しており、今後も継続して取り組みます。

いただけるような取り組みを続けていきたいと思っています。

できるだけ入居者の方々にも、普通の生活に近い形で過ごしてほしいと思っています。外出や動物園へのお出かけなども、季節を感じたり、

気分転換や楽しみにつながればと思い取り組んでいます。実際に外へ出た時は普段より表情も明るいです。これからも、入居者の方に楽しんで

服薬ミスの件数が減ってはいますが「０件」ではないのはなぜでしょうか。

イベントの写真を見て、とても良い取り組みだと感じました。特に動物園への外出など、普段の生活とは違う刺激があるのは良いことだと思い

ます。外に出ることで気分転換にもなりますし、利用者さんの表情も明るく見えました。

父がお世話になって、もう7～8年になります。施設を探していた頃は何件も見学に回りましたが、その中でもここが一番良いと感じて入居を決め

ました。入居してからも、その判断は間違っていなかったと感じています。運営推進会議に参加するのは初めてですが、このような場があること

運営推進会議は２カ月に１回、今年度も６回実施を計画しています。

にも感謝しています。

家族だけではなかなか外出に連れて行くことが難しいので、イベントなどで外出の機会を作っていただいていることをとてもありがたく感じてい

今後も地域福祉の増進に努め、地域に根ざした施設として取り組んでいきたいと考えています。

ます。外が寒いよと伝えても、普段は室内で過ごすことが多いため、なかなか実感できていないこともあります。そういう意味でも、実際に外へ

出る機会を作っていただけるのは季節を感じることにもつながっていて助かっています。

要望、助言に対する考え方

自施設は今月で開設9年を迎えました。これまで地域の皆様に支えていただきながら運営を続けてくることができ感謝しております。

服薬ミスに関しては、後から服薬の提供忘れが発覚したケースもあったため、確認を徹底し再発防止に努めていきたいと思います。また、内訳

として最も多いのが落薬となっています。口腔内に残っていたり、床に落ちているケースが見られるため服用後は飲み込みまでしっかり確認する

を改めて周知徹底し再発防止に努めます。

中庭やバルコニーに出て室内ではなく外で食事をとるのは気分転換も図れて良い支援だと思います。日光はみるだけでセルトニンの分泌が

促されるので外にでる機会があるのは良い取り組みだと思います。

新人研修がきちんと行われてしっかり指導や教育をされていることが伝わってきて安心しています。

以前、ご高齢の方が転倒し起こすことができませんでした。その時に専門知識があれば良いと感じました。一般の我々が介護の専門的な知識を

学ぶ機会があれば自宅での介護生活にも役立つと思います。

歩けない方を車椅子から乗用車に乗せたいのにできないということがありました。民生委員も介護の専門的な知識があれば良いと感じた経験

でした。一般の地域の方や民生委員を対象とした講習会があれば良いと思います。

　別紙のとおり

季節を感じるイベントで利用者の表情が豊かになっている
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7 施設長

松山市介護保険課

担当者 電話番号

14:30

ガリラヤ久米　3F　多目的ホール

(共通様式2）

運営推進会議等開催報告書

令和　8年

事業所名 小規模特別養護老人ホーム　ガリラヤ久米


